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【昨日の市況概要】 公示仲値 126.61

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 126.62 1.0815 137.00 1.3058 0.7393
SYD-NY High 127.00 1.0821 137.03 1.3061 0.7402
SYD-NY Low 126.25 1.0770 136.47 1.3005 0.7343
NY 5:00 PM 126.99 1.0781 136.93 1.3011 0.7353

NY DOW 34,411.69 ▲ 39.54 日本2年債 -0.0600 0.00bp          
NASDAQ 13,332.36 ▲ 18.72 日本10年債 0.2400 0.00bp          

S&P 4,391.69 ▲ 0.90 米国2年債 2.44 ▲0.90bp       
日経平均 26,799.71 ▲ 293.48 米国5年債 2.79 0.27bp          
TOPIX 1,880.08 ▲ 16.23 米国10年債 2.85 2.82bp          

ｼｶｺﾞ日経先物 26,875.00 ▲ 75.00 独10年債 0.84 0.35bp          
ﾛﾝﾄﾞﾝFT - - 英10年債 1.88 ▲0.60bp       

DAX - - 豪10年債 3.01 4.00bp          
ﾊﾝｾﾝ指数 - - USDJPY 1M Vol 10.03 0.50%
上海総合 3,195.52 ▲ 15.72 USDJPY 3M Vol 9.43 0.13% 　

NY金 1,986.40 11.50 USDJPY 6M Vol 9.20 0.09%
WTI 107.61 0.66 USDJPY 1M 25RR 0.28 Yen Put Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 315.95 4.02 EURJPY 3M Vol 9.79 ▲0.04%
ドルインデックス 100.78 0.46 EURJPY 6M Vol 9.73 ▲0.05%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：西・逸見

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づ
いて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関
する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用また
は複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨を
お申し出ください。
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東京時間のドル円は126.62レベルでオープン。米長期金利の高止まりを背景に一時126.79まで売られ上値を更新するも、円

安を容認してきた黒田日銀総裁が円安のマイナス面にも言及したことで126.25まで下落した。その後、米長期金利が上昇する

流れに126円台後半まで値を戻した。ニューヨーク時間では、材料難の中、長期金利上昇を支えにドル買い優勢の流れ。終盤

には127.00をタッチし、高値圏でクローズした。

本日のドル円は、じり高を予想。FRB高官からは75bp利上げの可能性についても言及される中、ドル円は底堅く推移し127円台

に乗せる展開となっている。ウクライナイ情勢を睨みながらも日米金利差拡大を背景にした円売りドル買いは継続しそうだ。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は126円台半ばでｽﾀｰﾄ。ｲｰｽﾀｰﾏﾝﾃﾞｰで取引参加者が少ない中、ｱｼﾞｱ時間では126.79まで上昇する場面もあっ

たが、黒田日銀総裁の「最近の円安はかなり急速な為替変動」、「大きな急速な円安にはﾏｲﾅｽが大きくなる」との発言が伝わると売
りに転じ、126.25まで反落。しかし、直近で伝わったその他の円安けん制発言同様、売りは一時的なものに留まり、126.60近辺まで

買い戻される。欧州時間は動意乏しく推移し、126.56ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米金利低下を横目に安値126.45をつけるが、米金利

が上昇に転じるとﾄﾞﾙ円も買いが強まった。特段新規の買い材料は見当たらなかったが、午後にかけて126.80ﾚﾍﾞﾙを上抜けると127

円手前まで上昇。終盤も高値圏に張り付き、一時127.00をﾀｯﾁ後、126.99ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.08台前半でｽ
ﾀｰﾄ。新規の手掛かり材料は見当たらず、ECBによる早期利上げ観測の後退や、ｳｸﾗｲﾅ情勢をめぐり先行き不透明感が強まる中、

上値重く推移。1.0784まで下落後、1.0809ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方はに高値1.0814をつけるが、その後は米金利上昇を受けてﾕｰﾛ売

りが加速。海外時間安値(1.0784) を下抜けると1.0770まで下押し。終盤は小幅値を戻し、1.0781ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は126.62ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。金曜日に引き続きｲｰｽﾀｰ休暇で市場参加者が少なく、流動性に欠ける中で午前にﾄﾞﾙ買

いが進行し20年ぶり高値を126.79まで更新。しかし仲値後に黒田日銀総裁が最近の円安ﾍﾟｰｽを急速だと言及すると一時的にﾄﾞﾙ売

りが強まり126.25まで下落。その後徐々に値を戻し、126.64ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

4月18日 11:00 中 GDP(前年比) 1Q 4.8% 4.2%
4月19日 05:00 米 ブラード・セントルイス連銀総裁　講演

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

4月19日 21:30 米 住宅着工件数 3月 1740k 1769k

21:30 米 建設許可件数 3月 1820k 1865k

21:30 米 住宅着工件数(前月比) 3月 -1.6% 6.8%

21:30 米 住宅建設許可(前月比) 3月 -2.4% -1.6%

4月20日 01:05 米 エバンス・シカゴ連銀総裁　講演 - - -

「必要なら0.75％利上げも選択肢の可能性」


